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問　題
　ドナルド・ショーン（2001）は，省察的実践家モ
デルを提唱している。ドナルド・ショーンによると，
省察的実践家はこれまでの知識や技術，能力，価値
観を超える問題に直面し戸惑いを感じるとき，この
状況を突破する過程において状況と対話し，行為の
中の省察を通じて，自ら学び，解決策を身に付け，
発達していくという。医師，看護師，教師，保育士
等の対人援助職は，省察的実践者であり，専門知識・
技術を適用するのではなく，自らの実践が抱える問
題の本質や信念を省察しながら，実践の改善を図る

ことが常に求められる（三輪，2023）。省察は，具体
的経験，省察的観察，抽象的概念化（すなわち言語
化），実践的試みが螺旋的に展開していく学びであ
る。藤沼（2010）は，省察的実践家を育てていくた
めには，行為のための省察（ ）と
して，驚きや予想外の事態の後に振り返り，チーム
や同僚と忌憚なく話し合い言語化することで，新た
なまとめ（すなわち，実践の理論）を導き出し，専
門家としての次の課題を設定する一連の流れを循環
させることが重要であるとしている。とくに，専門
家として成長するためには，学びの次のステップを
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具体的に設定することに価値があると示唆している。
　保育現場において，園内のカンファレンスは保育
者の実践と省察を支える取り組みであり，保育者の
資質向上につながるといえる。近年，保育現場のカ
ンファレンスにおいて，保育の様子をビデオ録画し，
視聴する方法が注目されている。たとえば，小田
（2010）は，ビデオカンファレンスにより，保育者
が自らの手立てと子どもの実態とのずれに気づきを
得るなど，保育を再考する機会となることを示唆し
ている。また，貞松（2021）はビデオによる省察は，
1回目の視聴では保育者自身の保育に対する反省，
2回目の視聴は子どもの内面と外面についても省察
するなど，繰り返し視聴することで着眼点が変化す
ることを報告している。
　保育士養成段階では，保育実習において，養成校
で習得した知識や技能を基礎として，これらを総合
的に実践する応用力を養うため，児童に対する理解
を通じて保育の理論と実践の関係について習熟させ
ることを位置づけている（一般社団法人全国保育士
養成協議会，2018）。すなわち，保育実習は，保育
士としての実践と省察の基礎を養う機会であると考
えられる。しかしながら，保育学生が自らの実践を
言語化したり，客観的に振り返り，改善点を見出す
ことは，実習を行ったからできるというわけではな
く，省察に必要な知識・技術を事前事後に学修する
必要がある。中内（2022）は，保育学生を対象に模
擬保育による学習効果を検証している。模擬保育で
は，学生が担当した役割によって省察の視点に変化
がみられたが，個人差が大きいことを指摘している。
　模擬保育後に動画視聴を含むビデオカンファレン
スを取り入れた実践例として，上村（2010）は，模
擬保育後にグループワークとビデオカンファレンス
と取り入れることにより，学生の省察の観点が広が
り，保育実習において子どもの様子をふまえて活動
内容や対応を考えることができるようになったこと
を報告している。また，坂本（2015）もビデオカン
ファレンスにより，自らの声かけ，表情や視線，環
境構成などの気づきを促すことにつながることを示
唆している。ゆえに，動画視聴を取り入れることで，
学生の省察を促す効果があると考えられる。さらに，
模擬保育，動画視聴，カンファレンスの一連のプロ
グラムの各段階が学生の省察に与える効果について
検証することで，学生の省察を促す指導法をより具
体的に検討することができると考える。
　本研究は，模擬保育の動画視聴による学生の省察

の変容について検証し，ドナルド・ショーンの提唱
する省察と照らし合わせてビデオカンファレンスを
取り入れた実習指導の在り方について検討すること
とした。
方　法
1）対象者：保育士養成校である A短期大学の専攻
科に在籍し，保育実習指導を受講する学生 10名（全
員女性）を対象とした。模擬保育に参加した学生
10名は全員，幼稚園教諭二種免許状を取得してお
り，うち 7名は特別支援学校教諭二種免許状を取得
済みであった。保育実習は，保育実習Ⅰ（保育所）
を終了しており，保育実習Ⅰ（施設）に取り組む段
階であった。
2）期間・場面：202X年 10～11月に保育実習Ⅰ（施
設）の学内実習として実施した模擬保育場面を研究
対象とした。模擬保育の指導は，A短期大学内の講
義室およびリトミック室にて実施した。模擬保育は，
児童発達支援センターの母子通園に通う 3歳児の親
子 3組の小集団指導を想定して行った。子ども役は，
自閉スペクトラム症などの発達障害の疑いがある子
どもを想定した仮想事例とした（表 1）。保護者役
については，それぞれの子ども役に対して 1名ずつ
割り当て，自由に演じるよう指示した。すべての学
生が実習生役，子ども役，保護者役のいずれも担当
するように役割交代制とした。
3）手続き：模擬保育の指導は，事前学習，指導案
作成，準備，リハーサル，模擬保育の実施，動画視
聴，振り返りの順序で実施した（表 2）。事前学習
では，児童発達支援センターの役割・機能について
解説し，模擬保育を行う子ども役の臨床像を伝えた。
その後，学生は 2人 1組となり，児童発達支援セン
ターの母子通園グループ指導を想定した 10分間の
部分実習として指導案を立案し，準備，リハーサル，
模擬保育を行った。模擬保育の様子はすべてビデオ
カメラにて録画し， から各グルー
プの模擬保育の様子を視聴できるように設定した。
模擬保育終了後は，振り返りとして自己評価表に記
入した。自己評価表の評価内容は保育実習指導のミ
ニマムスタンダードの保育実習Ⅰ（施設）において
求められる学びを参考に作成した。評価項目は全
12項目として，いずれも 5段階評価および自由記
述によるコメントの記入，全体を通しての考察欄（自
由記述）を設けた。
　模擬保育の翌日には， を活用し，
学生はタブレット端末やスマートフォンにより個別
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に模擬保育の動画を視聴した。学生は自らが担当し
た模擬保育の映像に加えて，他のペア 1組の模擬保
育を視聴した。動画視聴後に自己評価表を記入した。
その後，ビデオカンファレンスとして，ペアで振り
返りを行った後，全体共有を実施した。模擬保育の
指導をすべて終えた後，学内実習に関するアンケー
トを により実施し，参加学生全員
（10名）より回答を得た。
　動画視聴にあたっては，批判や否定はしないこと，
良い実践に目を向け，さらによい実践にするために
どうするとよいかを考えることを伝えた。
4）結果の整理：自己評価は，各項目について平均
値を算出した。またビデオ視聴前後の自己評価の平
均値の差を対応のある 検定により算出した。動画
視聴前後の自己評価票の自由記述については，内容
ごとにカードを作成し，KJ法（川喜田，2017）に
より，本研究の実施者と本指導に直接関与していな
い大学教員の 2名で分類した。指導終了後，模擬保
育全体に関するアンケートを実施した。模擬保育に
関する学びについて 10項目設定し，「非常にそう思
う」から「全くそう思わない」までの 5段階評価と
自由記述による感想を求めた。アンケートの結果は，
各項目の平均点及び回答数を算出した。
5）倫理的配慮：本研究は，星美学園短期大学の研
究倫理審査の承認を得て実施した。学生には研究の
目的及び倫理的配慮について口頭で説明を行い，同
意の可否については フォームで回答するよ
うに伝えた。

結　果
1）動画視聴前後の自己評価：動画視聴前後の自己
評価の平均値を図 1に示した。模擬保育の実践直後
の自己評価すなわち動画視聴前の自己評価の平均値
（3.1～4.7）と動画視聴後の自己評価の平均値（2.9
～4.3）は，動画視聴の前より後の方が低い傾向に
あった。
　対応のある 検定の結果，「①一人一人の発達や
特性に応じた活動設定（ねらい）」（（9）＝3.28，p
＜.01＊＊），「④活動の進行」（（9）＝1.96，p＜0.5＊），
「⑪副担当としての対応」（（9）＝2.71，p＜0.1＊＊）
に有意な差が認められた。ゆえに，動画視聴により
学生の自己評価の観点に変化があったといえる。
2）動画視聴による学生の自己省察の視点：動画視
聴前後の自己評価表の自由記述の内容を分類し，図
2に整理した。模擬保育の直後の動画視聴前よりも
視聴後の方が，自己省察の記述内容が多くなってい
た。動画視聴前には「雰囲気」「活動の導線」「教材
提示の仕方」に関する記述はなかったが，動画視聴
後にはこれらに関する記述がみられた。また，計画
段階では予測できなかった子どもの動きやそれに対
処できなかったことなどに関する「予測できない子

表 1　模擬保育における子どもの臨床像

事例 臨床像

A児
簡単な指示を理解して行動することがで
きる。運動が苦手であり，段差など高い
ところを怖がることがある。

B児

活発であり，気になるものがあるとすぐ
に手を伸ばしてしまう。落ち着いて座っ
ていることが難しく周囲の刺激に反応し
やすい。

C児

コミュニケーションの難しさがある。大
人に促されて行動することはできるが自
発的に行動することは少なく，意思表示
がわかりづらい。

表 2　模擬保育の指導の流れ

指導内容 教材等
1）事前学習
2）指導計画の立案

説明資料
指導案

3）教材作成
4）リハーサル
5）模擬保育の実践
　実習生役，子ども役，
保護者役を担当する

ビデオ記録
学生の動き全体が見え
るように撮影
実践後，自己評価シー
トの記入

6）動画視聴 スマートフォンやタブ
レット端末にて個別に
動画視聴する

7）ビデオカンファレンス①
　ペアによる振り返り

視聴後，自己評価シー
トの記入

8）ビデオカンファレンス②
　全体共有

全体共有終了後，模擬
保育の指導についてア
ンケート実施
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どもの動き」は動画視聴前には複数挙げられていた
が，動画視聴後には一つも記述されなかった。
　自己評価の考察内容の抜粋を表 3に示した。動画
視聴前は，指導案通りに実施できたか，子どもの動
きを予測できていなかったといった内容が中心で
あったが，動画視聴後は，子どもや保護者の視点に
立った課題設定と対応について改善点を挙げていた。
3）模擬保育の学びと動画視聴に対する学生の感想：
模擬保育の指導に関する学生のアンケート回答の結
果を図 3と図 4に示した。
　模擬保育による学びの満足度を 5段階評価で回答
を求めた結果，平均値 4.2～4.8となった。とくに，

模擬保育全体の学びに対する満足度は最も高くなっ
ていた（平均 4.8）。次いで，障害のある子どもの保
育・療育に関する保育技術の習得が高く（平均 4.5），
施設の機能・役割の理解は全体の中で最も低くなっ
ていた（平均 4.2）。その他，子ども理解（平均 4.3），
保護者理解（平均 4.3），職員の職務理解（平均 4.4），
施設に対するイメージの変化（平均 4.3）について
一定の学びがあったと考えられる。
　動画視聴による振り返りに対する満足度は，「非
常にそう思う」（8人）または「そう思う」（2人），
「動画視聴による振り返りは保育技術の習得に役立
つと思う」についても同様の結果であったことから，

図 1　動画視聴前後の自己評価点（平均値）

図 2　動画視聴前後の省察内容（記述項目数）
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表 3　動画視聴前後の省察内容（抜粋）

視聴前 視聴後
子ども役がいたことで，指導案作成時には思いつか
なかった動きが沢山あると気付き，想定のレパート
リーが重要とわかった。

全体の様子を見てみると，サーキットの「誰かが主
役になる」ところで，なっていない親子への配慮が
足りなかったと感じる。応援を積極的に促すべき
だった。声かけやスピードはゆったり明るく，雰囲
気がよかった。

子どもの前に立って活動を行ってみて，子どもの予
想される動きをもう少し想定しておけば良かったと
思った。子どもの発達状態に合わせた内容にすれば
良かったと思った。全体を見て，待つ時間が多くあ
り，対応すべき考えは事前に想定していたが，それ
でも待つことが難しかった。

MT・STの役割があるのに，二人で同じ動きをして
いる場面があって，役割を分担しておけば流れがス
ムーズになったのではないかと考えた。サーキット
では，足の曲げ伸ばしの難しい子どもが挑戦できる
内容にすることだったり，ボールの置き場など，改
善すべき点が見つかった。

自分が主担当の際に，副担当への配慮，言葉掛け，
連携ができていませんでした。

活動中，子どものサポートに一生懸命になるあまり，
保護者，待っている子どもたちに背中を向けている
ことが多かったです。

図 3　模擬保育に対する学生の学び

図 4　動画視聴による模擬保育の振り返りの感想
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動画視聴を含めた模擬保育の指導に満足していると
考えられた。学生の感想には，「普段は実践を見返
すことが出来ないが，ビデオで自分の動きを確認し，
たくさんの気づきがあった。自分の良かった点も
あったが，反省点も見つかり，反省点を今後どのよ
うに活かしていけば良いか発見できた」「自分の動
画を見返すことが苦手だったが，今回，自分と向き
合い振り返ることで反省点を見つけ，よりよい保育
につながると感じたため，振り返りを怠らないよう
にしようと思った」など，動画視聴によって振り返
りの重要性に気づいたことや主体的に活動すること
ができ，楽しみながら取り組めたといったことが感
想として記述された。
　また，自分の動画を視聴することに対する抵抗感
があるかについては「非常にそう思う」（2人），「そ
う思う」（2人），「どちらともいえない」（3人），「あ
まりそう思わない」（1人），「全くそう思わない」（2
人）となり，学生によって意見が分かれた。

考　察
　本研究は，保育実習指導を履修している学生に対
して模擬保育のビデオカンファレンスとくにビデオ
視聴による省察の変容について検証することを目的
とした。さらに，ビデオカンファレンスを取り入れ
た実習指導の在り方についてドナルド・ショーンの
提唱する省察をふまえて検討することとした。
　1）動画視聴前後における省察の観点
　動画視聴前すなわち模擬保育直後は，学生自身が
どう感じたか，何ができたかなど，自らの保育につ
いて反省する内容が中心となっていた。また，予測
していなかった子ども役の動きに戸惑ったことが多
く挙げられていた。動画視聴後には，ほぼすべての
学生が子どもの特性をふまえた課題設定や対応がで
きていたかといった，子どもの視点に立って保育を
検討する内容がみられるようになった。ほかにも，
順番を待っている子どもたちや保護者の立場から活
動を振り返るなど，その場にいる全員に視点が広
がっていた。加えて，坂本（2015）と同様に本研究
においても，学生自身の声の大きさ，表情，視線な
どの非言語コミュニケーションについて，動画視聴
により自らを客観的に見ることが可能となり，新た
な気づきを得られたと推察される。したがって，動
画視聴によって，学生自身の動きに加えて，子ども
役や保護者役の動きを客観的に観察することが可能
となり，子ども役や保護者役の動きをふまえた課題

設定や学生の対応について新たな気づきを得ていた
と考えられる。
　また，貞松（2021）は，保育者を対象としたビデ
オカンファレンスでは，1回目の視聴では自らの保
育の反省，2回目の視聴では子ども理解に基づく省
察を報告している。本研究では，動画視聴前後に振
り返りをしていることから，学生自身の反省（＝自
己の視点）を経て，子どもの視点（＝他者の視点）
に立った理解につながると考えられる。すなわち，
保育学生の省察を促すためには，直後の振り返りに
加えて，時間をおいてから動画視聴により再度振り
返りを行うことが重要であるかもしれない。以上の
ことから，模擬保育の動画視聴による振り返りは，
保育学生が省察的観察すなわち客観的及び多面的に
実践を振り返る力を促すと推察された。
　2）動画視聴を取り入れた指導方法
　動画視聴により学生の省察的観察を促すことがで
きると考えられた。さらに，省察を進めるためには，
ドナルド・ショーンのいう抽象的概念化すなわち言
語化が必要となる。そのためには，学生自身が感じ
たことや課題について言語化することを助ける機会
となるようにカンファレンスを設定する必要がある。
　動画視聴後の自己評価の得点は，全体的に下がっ
ていることから，自身の取り組みを客観視できてい
ると肯定的に捉えることもできるが，カンファレン
スの在り方によっては自信低下につながることも懸
念される。本研究では，個別に動画視聴できるよう
に設定し，動画視聴を行う際には，良い点と改善点
について振り返ること，誰かを否定することはしな
いことを学生に伝えるとともに，教員が助言する際
にも否定的な表現は極力控え，肯定的なコメントを
心掛けた。これにより，指導全体に対する学生の満
足感は高く，動画視聴に対する抵抗を感じた学生は
少数であった。動画視聴に負担を感じる学生は一定
数いることを想定する必要があるが（坂口，
2015），指導の中で，学生自身が模擬保育に楽しさ
や満足感を得ることで動画視聴を前向きにとらえる
ことができるかもしれない。また，本研究では，模
擬保育の動画を視聴することに否定的な感情を持っ
ていた学生もいたが，動画視聴し振り返り行う中で，
実践を客観的に振り返ることの重要性に気づいたと
事後アンケートの中で回答している。
　したがって，動画視聴の方法は，学生の抵抗感に
合わせて調整し，個別に視聴できるように設定する
などが考えられる。また，視聴の観点として，より
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よい実践を見つけ，さらによい実践にするためには
どうするとよいかといった肯定的なとらえ方や本研
究で用いたような自己評価票など，観察すべき観点
を事前に伝えることが挙げられる。さらに，カンファ
レンスでは，自分の意見をありのままに受け止めて
もらえる雰囲気づくりをすること（小田，2010）が
重要となる。すなわち，学生が互いの意見を認め合
い，新たな課題を発見できる機会となるように，一
人一人が意見を出すことができるルールづくりやカ
ンファレンスの手順を設定し，学生の言語化を補足
するといった教員の役割は，学生の省察を促すため
に重要な要素であると考えられる。
　3）今後の課題
　模擬保育の動画視聴から省察できる観点は，学生
の学修段階に影響を受けると考えられる。小島
（2013）は，実習経験を重ねることで保育者の資質・
能力に対する理解に変化があることから，実習段階
に合わせた指導プログラムの必要性を指摘してい
る。本研究では，施設実習における模擬保育を対象
としており，これまでに障害児者施設や障害児と関
わる経験のない学生が参加していた。これらの学生
は，幼稚園教育実習と保育所実習の経験からイメー
ジを膨らませて参加していたようである。しかし，
実習を一度も経験していない学生の場合には，保育
場面や子どもイメージが沸かず，模擬保育で演じる
ことの難しさに直面したり，苦手意識を持ってしま
うことも懸念される。模擬保育の内容や動画視聴を
取り入れる方法や最適な時期について，各校の保育
士養成カリキュラムと照らし合わせながら検討する
必要があると考える。
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